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⚫ 標準モードでの一連の設定手順の説明に加えて、サイトが大きい場合に適用できる構

成ツリーでのモデリング手法を説明する。 

⚫ 2 回路集電ケーブルの設定例を説明する。 

 

このチュートリアルの計算結果を含む最終の PVX ファイルは Example003.pvxx からダウ

ンロードできます。 

 

 

1. ロケーションタブ 

 

⚫ ターゲットサイトを検索して表示する。 

⚫ 「緯度経度を取得」で、サイトの緯度経度を設定する。 

⚫ 「サイト検索」で、サイトの位置に近い気象データを検索する。 

⚫ 「選択行の気象データを選択」で気象データを設定する。 

⚫ 「イメージキャプチャ」ボタンをクリックして、地図イメージをキャプチャする。 

 

 

http://heliobase.com/files/Example003.pvx
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2. PV モジュール・PCS 候補タブ 

 

⚫ 使用する候補の PV モジュールと PCS を選択する。 

➢ TrinaSolar の 505W モジュール 

➢ Huawei の SUN2000-50KTL-JPM0 
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3. PV ストリング検討 

 

⚫ PV モジュールの直列数と並列数を検討する。 

➢ 直列数 15 

 最低気温時の Voc 電圧は 835.99V で、PV モジュールの最大入力電圧の

1100V を満足する。（限界最低気温は-142℃で十分） 

 最高気温時の Vpmax は 590.343V で、PCS の運転電圧範囲を満足する。 

➢ 並列数 12 

 過積載率 181.8%で、PV ストリング短絡電流は 146.04A で許容電流の

180A を満足する。 

 最高気温時の Vpmax は 590.343V で、PCS の運転電圧範囲を満足する。 

➢ PVアレイは 3段を想定しているので、直列数が３の倍数であるのが望ましい。 

➢ Huawei の SUN2000-50KTL-JPM0 の MPPT 数は６で入力回路数は 12 であ

る。 

 

➢ 「PV ストリング数保持」ボタンをクリックする。 
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4. 3D モデル 

 

⚫ ロケーションタブで「イメージキャプチャ」ボタンで保持された地図イメージが、

地面テクスチャとして貼り付けられる。 

⚫ サイトの敷地の外周を、「境界線定義(ピック)」コマンドで作成する。 

 

⚫ サイトの敷地の南縁の 2 点を、「点列測定」コマンドでピックして測定すると、平

面角度が 31.724 度であることがわかった。 
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⚫ 「PV アレイ配置(境界線指示)」コマンドで、境界線をピックして PV アレイを配

置する。 

➢ PV モジュールは横置きで、5 列 3 段、傾斜角度 10 度、下端高さ 1000 

➢ PV アレイの配置平面角度は 30 度で、左右スキ 300、前後スキ 1000 

 

 

⚫ 境界線内に 24 台の PV アレイが配置できた。 

➢ 1 台の PV アレイは 5 列 3 段で 15 直列に結線できる。 

➢ PCS1 台に 12 並列(過積載率 181.8%)だと、2 台の PCS で構成できる。 
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⚫ サイトの周囲には影を与えるものが何もないため、PV アレイ間の影の影響のみを

考慮する。 

⚫ 24 台の PV アレイすべてに PV ストリング設定しても良いが、一般的な状態であ

る中央部の２つの PV アレイのみに、PV ストリング設定を行って、構成ツリーで

の設定により、2 台の PCS に 24 台の PV アレイが接続されていることを表現す

る。（この手法は巨大なメガサイトに適用できる重要なものである） 

 

⚫ 「PV ストリング設定(PV アレイ)」コマンドで、中央部の 2 つの PV アレイをピ

ックして PV ストリングを設定する。 

➢ 直列数１５の ID1 と ID2 の 2 つの PV ストリングが生成された。 
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5. 構成ツリー 

 

CalcUnit0 

⚫ 6 つの MPPT すべての下位に ID1 と ID2 の PV ストリングを追加する。 

⚫ PCS は６つの MPPT で１２の入力回路を持つため、2 回路集電ケーブルを使う必

要はないが、下図の構成ツリーの設定は 1 つの MPPT に 2 つの PV ストリングが

接続されているので等価となる。（ケーブル設定を省略する場合） 
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⚫ PCS を選択して「グループ挿入」を行い、PCS の上位にグループを挿入して、数

量設定を 2 に設定する。このことにより、グループの下位（ここでは PCS）が 2 セ

ットある設定にできる。 

 

 

⚫ Option を選択して計算範囲タブを選択し、影計算のオプションを「影比率分は、

散 乱 日 射 量 を 適 用 」 を 選 択 し て 「 更 新 」 ボ タ ン を 押 下 す る 。
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CalcUnit1 

⚫ CalcUnit0 をドラッグして Root0 上でコントロールキーを押下しながらドロップ

してコピーされた CalcUnit1 を作る 

 

⚫ MPPT の下位に配置した PV ストリングを選択した状態で、「1500V 2sq」のケー

ブルを選択して挿入を行う。 

➢ この例では、PVstring126 の上位にケーブルが挿入される。 

➢ ケーブル長を 30m に設定する。 

 

 

⚫ PVstring127 をドラッグして、Cable18 にドロップすると、PV127 がケーブルの下

位に配置される。 

 

 

⚫ このケーブルの設定は、2 つの PV ストリングと MPPT の間に 30m のケーブルが

あることになるため、2 回路集電ケーブルを挿入したことと等価となる。 
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CalcUnit2 

⚫ CalcUnit0 をドラッグして Root0 上でコントロールキーを押下しながらドロップ

してコピーされた CalcUnit2 を作る 

⚫ CalcUnit1 と同様に、「1500V 3.5sq」の 30m ケーブルを挿入した構成を作成する。 
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⚫ 3 つの CalcUnit の計算実行を行う 
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⚫ CalcUnit0 の計算結果 

➢ PCS ピークカット損失率は 3.13%（過積載による損失率） 

➢ 影の影響による出力減少率は 0.25% 

 

 

⚫ CalcUnit1 の計算結果 

➢ ケーブル損失は 1458.57kWh で総合出力電力量に対する比率は、0.8% 
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⚫ CalcUnit2 の計算結果 

➢ ケーブル損失は 833.47kWh で総合出力電力量に対する比率は、0.45% 

 

 

 

 


